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高齢者虐待防止のための指針 

  

                         社会福祉法人 浄山会 

介護老人福祉施設 つきかげ苑  

 

１ 高齢者虐待防止に関する基本的考え方 

 

本事業所では、入居者への虐待は、人権侵害であり、犯罪行為であると認識し、高齢

者虐待防止法に基づき、高齢者虐待の禁止、予防及び早期発見を徹底するため、本指針

を策定し、全ての職員は本指針に従い業務にあたることとする。 

 

 

２ 虐待の定義 

 

１）身体的虐待 

暴力的行為等で利用者の身体に外傷や痛みを与える又はそのおそれのある行為を加える

こと。また、正当な理由なく身体を拘束すること。 

２）介護・世話の放棄、放任（ネグレクト） 

 意図的であるか、結果的であるかを問わず、行うべきサービスの提供を放棄又は放任し、

利用者の生活環境や身体・精神状態を悪化させること。 

３）心理的虐待 

 脅しや侮辱等の言葉や威圧的な態度、無視、嫌がらせ等によって利用者に精神的、譲渡的

な苦痛を与えること。 

４）性的虐待 

 利用者にわいせつな行為をすること。又は利用者にわいせつな行為をさせること。 

５）経済的虐待 

 利用者の合意なしに財産や金銭を使用し、本人の希望する金銭の使用を理由なく制限す

ること。 

 

 

３ 虐待防止委員会の設置 

 

①本事業所は、虐待の防止及び早期発見への組織的対応を図ることを目的に、「虐待防止








